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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成28年7月7日(2016.7.7)

【公開番号】特開2015-4887(P2015-4887A)
【公開日】平成27年1月8日(2015.1.8)
【年通号数】公開・登録公報2015-002
【出願番号】特願2013-130983(P2013-130983)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ   9/08     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ   9/10     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ  15/08     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ  21/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ    9/08     ３７５　
   Ｇ０３Ｇ    9/10     　　　　
   Ｇ０３Ｇ   15/08     ５０７Ｌ
   Ｇ０３Ｇ   21/00     ３２６　

【手続補正書】
【提出日】平成28年5月23日(2016.5.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　請求項２に係る発明は、
　像保持体の表面を帯電する帯電工程と、
　帯電された前記像保持体の表面に静電潜像を形成する潜像形成工程と、
　体積平均粒径２．０μｍ以上５．０μｍ以下のトナー粒子及び外添剤であるシリカ粒子
を含み、且つＢＥＴ比表面積が２．８ｍ２／ｇ以上４．２ｍ２／ｇ以下であり、シリカ粒
子の遊離率が０．６４質量％以上２．６０質量％以下であるトナーと、体積平均粒径が１
０μｍ以上３２μｍであるキャリアとを有する現像剤を収容した現像手段により、前記像
保持体に形成された前記静電潜像を現像してトナー像を形成する現像工程と、
　前記像保持体に形成された前記トナー像を記録媒体に転写する転写工程と、
　前記像保持体の表面に残留した前記トナーをクリーニングブレードによりクリーニング
するクリーニング工程と、
　前記現像手段に、体積平均粒径２．０μｍ以上５．０μｍ以下のトナー粒子及び外添剤
であるシリカ粒子を含み、且つＢＥＴ比表面積が２．８ｍ２／ｇ以上４．２ｍ２／ｇ以下
であり、シリカ粒子の遊離率が０．６４質量％以上２．６０質量％以下である補給トナー
を補給するトナー補給工程と、
　を備え、
　前記クリーニング工程のクリーニングにより回収した回収トナーのＢＥＴ比表面積が１
．５ｍ２／ｇ以上２．８ｍ２／ｇ以下、シリカ粒子の遊離率が０．１３質量％以上２．０
０質量％以下となり、且つ安息角が前記補給トナーの安息角よりも小さくなる画像形成方
法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　像保持体と、
　前記像保持体の表面を帯電する帯電手段と、
　帯電された前記像保持体の表面に静電潜像を形成する潜像形成手段と、
　体積平均粒径２．０μｍ以上５．０μｍ以下のトナー粒子及び外添剤であるシリカ粒子
を含み、且つＢＥＴ比表面積が２．９ｍ２／ｇ以上４．２ｍ２／ｇ以下であり、シリカ粒
子の遊離率が０．６４質量％以上２．６０質量％以下であるトナーと、体積平均粒径が１
０μｍ以上３２μｍであるキャリアとを有する現像剤を収容し、前記現像剤により、前記
像保持体に形成された前記静電潜像を現像してトナー像を形成する現像手段と、
　前記像保持体に形成された前記トナー像を記録媒体に転写する転写手段と、
　前記像保持体の表面に残留した前記トナーをクリーニングするクリーニングブレードを
有するクリーニング手段と、
　前記現像手段に、体積平均粒径２．０μｍ以上５．０μｍ以下のトナー粒子及び外添剤
であるシリカ粒子を含み、且つＢＥＴ比表面積が２．９ｍ２／ｇ以上４．２ｍ２／ｇ以下
であり、前記シリカ粒子の遊離率が０．６４質量％以上２．６０質量％以下である補給ト
ナーを補給するトナー補給手段と、
　を備え、
　前記クリーニング手段のクリーニングにより回収した回収トナーのＢＥＴ比表面積が１
．５ｍ２／ｇ以上２．８ｍ２／ｇ以下、シリカ粒子の遊離率が０．１３質量％以上２．０
０質量％以下となり、且つ安息角が前記補給トナーの安息角よりも小さくなる画像形成装
置。
【請求項２】
　像保持体の表面を帯電する帯電工程と、
　帯電された前記像保持体の表面に静電潜像を形成する潜像形成工程と、
　体積平均粒径２．０μｍ以上５．０μｍ以下のトナー粒子及び外添剤であるシリカ粒子
を含み、且つＢＥＴ比表面積が２．８ｍ２／ｇ以上４．２ｍ２／ｇ以下であり、シリカ粒
子の遊離率が０．６４質量％以上２．６０質量％以下であるトナーと、体積平均粒径が１
０μｍ以上３２μｍであるキャリアとを有する現像剤を収容した現像手段により、前記像
保持体に形成された前記静電潜像を現像してトナー像を形成する現像工程と、
　前記像保持体に形成された前記トナー像を記録媒体に転写する転写工程と、
　前記像保持体の表面に残留した前記トナーをクリーニングブレードによりクリーニング
するクリーニング工程と、
　前記現像手段に、体積平均粒径２．０μｍ以上５．０μｍ以下のトナー粒子及び外添剤
であるシリカ粒子を含み、且つＢＥＴ比表面積が２．８ｍ２／ｇ以上４．２ｍ２／ｇ以下
であり、シリカ粒子の遊離率が０．６４質量％以上２．６０質量％以下である補給トナー
を補給するトナー補給工程と、
　を備え、
　前記クリーニング工程のクリーニングにより回収した回収トナーのＢＥＴ比表面積が１
．５ｍ２／ｇ以上２．８ｍ２／ｇ以下、シリカ粒子の遊離率が０．１３質量％以上２．０
０質量％以下となり、且つ安息角が前記補給トナーの安息角よりも小さくなる画像形成方
法。
【請求項３】
　体積平均粒径２．０μｍ以上５．０μｍ以下のトナー粒子及び外添剤であるシリカ粒子
を含み、
　ＢＥＴ比表面積が２．８ｍ２／ｇ以上４．２ｍ２／ｇ以下であり、シリカ粒子の遊離率
が０．６４質量％以上２．６０質量％以下であり、且つ安息角が４０°以下である静電潜
像現像用のトナー。
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【請求項４】
　体積平均粒径２．０μｍ以上５．０μｍ以下のトナー粒子及び外添剤であるシリカ粒子
を含み、
　ＢＥＴ比表面積が１．５ｍ２／ｇ以上２．８ｍ２／ｇ以下であり、シリカ粒子の遊離率
が０．１３質量％以上２．００質量％以下であり、且つ安息角が３５°以下であり、
　像保持体に形成されたトナーによるトナー像を記録媒体に転写した後、前記像保持体の
表面に残留した前記トナーのクリーニングにより回収した静電潜像現像用の回収トナー。
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